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　10 月 15 日 ( 日 ) 午後 2 時より小美玉市四季文化館みの～れ 「森のホール」において、本会主催、茨
城県後援による「令和５年度保険取り扱い等講習会」が開催されました。当日は、本会会員及び茨城
県内の柔道整復師 358 名の方々に参加をいただきました。
　講習会は、吉原貴範副会長の開会のことばで始まり、続いて箱守志農夫会長が主催者を代表して、「本
年度は茨城県柔道整復師会創立 100 周年そして公益社団法人移行 10 周年でもある。本会の会員の療
養費支給申請書については、内部に審査委員会を設置するなど療養費の適正化に努めているが、我々
柔道整復師業界の環境は依然として厳しい状況である。このような現状の中、皆様方には高い倫理観
をもって権利と義務を果たしていただきますよう、ご理解とご協力をお願いしたい。」とあいさつされた。
　続いて、講演に移り、講師の茨城県国民健康保険団体連合会事務局長の菊池勉氏より「柔道整復師
の施術所におけるオンライン資格確認等について」と題し、オンライン資格確認導入に向けた準備作
業や、柔道整復療養費のオンライン請求の導入等について、国のワーキング・グループにおける検討
状況などの報告、そして国保連合会をめぐる諸情勢について詳細な説明がありました。
　休憩後、講師の筑波大学附属病院水戸地域医療教育センター ＪＡ茨城県厚生連総合病院 水戸協同病
院 スポーツ医学センター長・茨城県柔道整復療養費審査委員会委員（学識経験者）の平野篤氏より「療
養費審査委員として想う」と題し、患者の聞き取り調査、会計検査院の調査、指導監査、過去の保険指導、
柔道整復師を取り巻く諸問題等について丁寧な説明がありました。
　続いて、本会の後藤健雄保険部長より「保険取り扱いに関する留意事項について」と題し、施術録
や日計表の各々の正確な記入例や事例を交えた多部位施術・長期・頻回などの毎月の適切な請求例、
また、返戻理由の内容と留意点等について詳しい説明がなされました。
　最後に、藁谷和彦副会長の閉会のことばにより講習会は終了となりました。（広報委員　古内 裕人）

令和５年度保険取り扱い等講習会を開催
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　11月３日（金・祝）つくば市において、県西・
県南支部合同、４日（土）水戸市において、水戸・
県北支部合同の「柔道整復師の施術所におけるオ
ンライン資格確認についての説明会」が開催され
ました。
　当日は、本会の生駒顧問から、オンライン資格
確認の導入方法とその概要について、詳細な説明
がありました。
　その内容は、次のとおりであります。

１．資格確認限定型であることなど簡素な資格
確認の仕組みであること

２．パソコン端末やモバイル端末画面の操作イメ
ージについて

３．資格情報の確認や閲覧について
４．購入することとなる、マイナンバーカードの読

み取りに必要な汎用カードリーダーについては、
現在、日整が業者と価格調整を行っているとのこと

５．財政支援として上限4.1万円の実費補助が設
けられていること

６．機器の購入費の補助金申請には、領収書の
添付が必須となっているため、領収書の保管
を確実にする必要があること

７．今後のスケジュールとして、2024年４月より
運用開始、同年10月には現在の保険証の廃止
に伴いオンライン資格確認が義務化されること
が閣議でも決定されていること

　「会員の皆さんが足並みを揃えて運用開始がで
きる準備に取り組んで行けるように本会としても
全力でサポートしていきます。インターネットの
環境整備等、ご不明なことは事務局に相談してく
ださい。機器等の設定が終了したら、先ずは家族
などのマイナンバーカードで練習してみるなど操
作に慣れることが大事ではないでしょうか。」と
のアドバイスもありました。
　続いて、療養費支給申請書のオンライン請求に
ついて、柔道整復師業界は避けてとおれない喫緊
の課題となっていることなどが説明されました。
　ほぼ満席になった会場からはいくつかの質問も
でて、今後の我々の業務に大事な説明会になった
と思います。　　　　　　　（広報委員　桜井 亮）

　10月11日（水）水戸市のザ・ヒロサワ・シティ
会館において、茨城県・茨城県警本部・茨城県防
犯協会が主催の「第45回地域安全茨城県民大会」
が開催されました。
　この大会は、全国地域安全運動（10月11日～
20日）に合わせて開催されるもので、県の防犯ボ
ランティア団体など約600名が参加し、安心して
生活できる地域社会の実現を目指す大会宣言が行
われました。
　当日は、本会から箱守会長が出席し、「こどもの
家110番」活動など、多年にわたり地域安全活動
に尽力し安全で安心なまちづくりに貢献したこと
が評価されたこと
による「地域安全
特 別 功 労 団 体 表
彰」を受賞しまし
た。

　令和２年度よりコロナ禍のため、３年間の活動
停止を余儀なくされていた本会事業の野球肘調査
活動を、本年度より再開しました。
　活動再開に伴い、７月16日（日）につくば市の
上郷グランドにて「つくば学園ボーイズ」の中学
生球児25名を調査。続いて、９月３日（日）に筑
西市のＮＥＣグランドにて「筑西田宮ボーイズ」
の中学生球児40名を調査しました。
　調査の結果、計65名のうち１名に外側型野球肘

（離弾性骨軟骨炎）の疑いのある画像を確認しま
したので、指導者並びに保護者に状況を説明した
うえで専門医への受診を促しました。
　今後の日程としては、野球のシーズンオフとな
る12月以降に、県西地区では山田雅樹会員を新た
なチームリーダーとして学童野球チームの調査を
予定しており、水戸地区でも岩本勝久会員を中心
に中学硬式クラブチームや学童野球チームの調査
を予定しています。

（広報副部長　野球肘調査班　柴㟢 将志）

オンライン資格確認に
ついての説明会を開催

令和５年度
地域安全特別功労団体表彰受賞

野球肘調査活動再始動
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　10月29日（日）国道50号水戸市南町をスタート
し、日本三名園の一つの偕楽園や千波湖、県庁前
などの水戸市内を疾走、三の丸庁舎をゴールとす
る第８回水戸黄門漫遊マラソンが開催されました。
　当日は秋晴れのもと、県内外から約１万1000人
のランナーが県都を快走しました。
　今年は、新型コロナウイルスの影響で制限されて
いた声出し応援が解禁され、沿道の市民からランナー
に大きな声援が送られ活気のある大会となりました。
　本会からは、ランナーケアとして、19.4㎞地点
に荘司智也・後藤健雄・山口光夫・皆葉太加男・
東谷克智の５名、29.3㎞地点に藤田博美・嶋﨑英
恭・杉本秋生・中川文夫・中野徹の５名、33.2㎞
地点に新井俊行・髙田敬・後藤洋彰・木村栄作・
宮部和浩・長谷川秀樹の６名、ゴール地点に岩本
勝久・早川好機・中川翔太の３名の計19名の会員
が参加しました。
　私達、柔道整復師が行う内容としては、転倒に
よる捻挫、膝、腰、股関節の痛み、筋肉疲労によ
る張り、痙攣、マメの対処などであり、テーピン
グ固定や手技療法、ストレッチなどです。その時
の状況に合わせてできるだけ早いリスタートが切

　９月10日（日）常総石下総合福祉センターにて、
県西支部講習会兼３地区（常総・古河・筑西）合
同勉強会が開催されました。
　当日は、講師に税理士法人和敬会代表　武井宏
樹先生をお迎えし、「10月より始まるインボイス
制度について」と、「柔道整復師が知っておきた
い節税知識」と題して２部構成により講演をいた
だきました。
　始めに、第１部の「10月より始まるインボイス
制度について」は、「今年10月１日から始まるこ
とになっており、内容は事業者間でやり取りされ
る消費税額等が記載された請求書や領収書等のこ
とで、事業者が消費税の納税額を計算する際に必
要となるもの。従って接骨院の施術業務では、相
手が患者様なので特にインボイス制度の対応は基
本的に必要ない。」との説明がありました。
　次に、第２部の「柔道整復師が知っておきたい
節税知識」では、少し難しい内容でしたので、資
料を交えてわかりやすく説明していただきまし
た。具体的には、「実効税率分の値引きを受ける
ことが基本であり、節税商品として倒産防止共済、
小規模企業共済、あんしん財団、確定拠出年金

（iDeCo）等が、節税対策として有効である。」と
のことでした。質疑応答も交えて会員の先生方も
十分理解できたようでした。コロナ禍のためしば
らく支部講習会の開催が見送られていましたが、
今回、開催することができ有意義な一日となりま
した。　　　　　　　　　（広報委員　朝倉 博幸）

れるように処置することを心掛けております。
　私がランナーケアを行った33.2㎞地点では、コ
ールドスプレーによるアイシングを希望するラン
ナーが多く、軽くスプレーをしてすぐにコースに
復帰するよう促しました。併設されている救護所
の医師・看護師の方々との連携もスムーズに取れ
ていたと思います。
　スタッフ同士での楽しい会話も弾み、とても気
持ちの良い充実した一日となりました。
　ほかの３地点のランナーケアでも大勢のランナ
ーに処置を行い、全員日頃の施術スキルを大いに
発揮することができたと思います。
　参加された会員の皆様ありがとうございました。

　　　　　　　　 （広報委員　長谷川 秀樹）

第８回水戸黄門漫遊マラソン
～ランナーケアをおこなう～

日本農業実践学園直売所（19.4㎞地点）

水戸市土木補修事務所（29.3㎞地点）

千波湖西駐車場 （33.2㎞地点）

ゴール（42.195㎞）

県西支部講習会を開催
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第 32 回日整全国少年柔道大会茨城県代表監督
事業部副部長　松岡 峰夫

　11 月 19 日（日）文部科学大臣杯争奪 第 32 回
日整全国少年柔道大会・第 13 回日整全国少年柔
道「形」競技会・第４回全国柔道整復師高段者大
会が東京都文京区の講道館大道場において開催さ
れました。
　少年柔道大会は、全国 47 都道府県から 48 チー
ムが参加し熱戦が繰り広げられました。
　本県チームは、10 年ぶりの優勝を目指して試
合に挑みました。
　１回戦 福井県チームに３－０、２回戦 岐阜県
チームに２－０、３回戦 山口県チームに４－１と
勝ち進み、続く４回戦 準々決勝では千葉県チーム
と対戦しましたが、健闘及ばず惜しくも１－２で
敗退してしまいました。
　残念ながら目標の優勝は達成できませんでした
が、結果は第５位で、全力を尽くした選手に贈ら
れる敢闘賞をいただくことができました。
　素晴らしいチームワークを発揮した選手に感謝
いたします。
　優勝は宮崎県、準優勝は広島県、第３位は千葉
県と奈良県でした。
　続いて、午後から開催された少年柔道「形」競
技会では、46 チームが４ブロックに分かれて予
選が行われました。
　本県チームは予選４位で残念ながら決勝に進出
することができませんでした。
　優勝は兵庫県で、４連覇を果たしました。
　また、同日開催された、全国柔道整復師高段者
大会には、５段の部、上野良知会員・湯田隆幸会
員、６段の部、綿引徹会員・青木竜也会員が出場し、
熱戦が繰り広げられました。

少年柔道大会代表選手
先鋒　青木 琥太朗（下館武道館）
次鋒　根本 廉丈	 （龍ヶ崎柔道スポーツ少年団）
中堅　岡野 真昇	 （無心塾飯島道場）
副将　丸山 ひかり	（下館武道館）
大将　村井 優斗	 （岩井柔道部）

少年柔道形競技会代表選手
取：丸山 ひかり　　受：細島 脩平（下館武道館）

柔道整復師高段者大会出場会員
青木 竜也・上野 良知・綿引 徹・湯田 隆幸

文部科学大臣杯争奪
第32回日整全国少年柔道大会

第13回日整全国少年柔道「形」競技会
第４回全国柔道整復師高段者大会
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　この度、水戸支部 新井俊行会員のご子息であり、
同支部 新井達雄会員、新井佳代子会員のご令孫で
ある新井陽太（あらいひなた）さん（23歳）が、
令和５年度茨城県芸術祭美術展覧会工芸美術（茨
城県、茨城県教育委員会、茨城文化団体連合、い

令和５年度 茨城県芸術祭 
美術展覧会

工芸美術で特賞を受賞

ばらき文化振興財団、茨城県教育財団、茨城新聞
社などの主催）において特賞を受賞されました。
　第58回を迎える茨城県芸術祭は、美術、音楽、
舞踏、芸能、古典芸能、演劇、映画、文学の７部
門25催事が県内９市町村の会場で行われる県内最
大の文化芸術の祭典として定着しており幅広い年
代より力作が多数応募されます。
　９月30日より開幕を飾る美術展覧会は日本画、
洋画、彫刻、工芸美術、デザイン、書、写真の７
科に分類され、本年度は1397点の応募がありまし
た。うち入選作品が水戸市の茨城県近代美術館、ザ・
ヒロサワ・シティ会館において展示され、さらに各
科より特賞１名、他各賞が入賞者へ授与されました。
　また開幕式において大井川知事は、「県芸術祭が
次の世代の芸術家を生むきっかけになってほしい。」
と述べられ若手作家への高い期待を寄せられました。

新井俊行会員より
　この度、私事で大変恐縮ですが、本誌掲載への
お声がけをいただき大変光栄に存じます。作者曰
く、受賞作品「内包して」は、ガラスにアルミ箔
を混合し、溶岩と近い組成の素材を生み出し造形
することで、自然物と人工物の間（あわい）の様
なものをガラスの形として昇華させ、それらが持
ち合わせる実体のないエネルギーの気配を表して
いるそうです。

　10月28日（土）茨城県柔道整復師会館で東北柔
専OB会茨城栃木合同勉強会が開催されました。
　この勉強会は毎年恒例の行事でしたが、2020年以
来、新型コロナウイルスの影響で中断されていました。
　勉強会は、本会の佐間田保険副部長を講師に迎
え、「保険取り扱いに関し」と題して始まりまし
た。佐間田保険副部長からは、茨城県の保険部が
最近取り組んでいることや労災に関する疑義解釈
など、保険に関する貴重なお話を伺えました。
　続いて質疑応答をしながら勉強会が進み、栃木
県の鈴木保険部長からも、栃木県の保険や介護に
関する幅広いお話を伺えました。茨城県と栃木県
の情報交換が活発に行われ、非常に有益な勉強会
となりました。
　勉強会終了後、場所を移して懇親会が行われま
した。栃木県からは田代会長をはじめ、多くの先
生方にご参加いただき、茨城県からも箱守会長を
はじめ、市川名誉会長にご参加いただきました。
　懇親会では、両県の会員同士の情報交換もさらに
活発に行われ、大変意義のある懇親会となりました。
　最後に、東北柔専OB会恒例の柔専節が歌われ、
懇親会は盛況のうちに終了しました。
　久しぶりの開催となりましたこの勉強会です
が、参加した先生方は、保険取り扱いに関する知
識の向上と情報共有だけでなく、東北柔専OB会
の絆を再確認する貴重な機会となりました。

（広報部長　富永 秀明）

新井 達雄会員・佳代子会員・陽太さん・俊行会員

特賞 作品「内包して」
ごつごつとした質感や色は、身の回りにあるガラスとは全
く違った印象。球体内部にため込んだエネルギーを感じさ
せる独創的な作品。

東北柔専OB会
茨城栃木合同勉強会

保険取り扱いに関しての質疑応答や
情報交換が活発に行われた勉強会
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　本年度より広報部の職務に就かせ
ていただき、広報誌の制作に携わらせていただきます。
　これまで数々の行事や活動がコロナ禍によって中止となり、
広報誌の発行に苦心されました前任の正副部長はじめ委員の
方々、事務局の方々に心から敬意を表したいと思います。
　コロナの猛威が完全に治まったわけではありませんが、日常
生活が徐々に戻りつつある中、本会及び各支部等での活動も順
次再開されており、以前の賑やかさを取り戻していることは喜
ばしい限りです。
　これからも、たくさんの記事で賑わう広報誌になるよう、本
会及び支部の事業や、日赤奉仕団の活動など、様々な本会の動
向を誌面をとおして紹介してまいりたいと思います。

（広報副部長　柴㟢 将志）

■新入会員■
　　　　　　水戸支部　　河原　健人
　　　　　　笠間接骨院

　　　　　　笠間市石井1349-1

　　　　　　☎ 0296-72-5067

　　　　　　水戸支部　　岸尾　佑甫
　　　　　　かみす整骨院

　　　　　　神栖市筒井1709-22

　　　　　　☎ 0299-94-8456

　　　　　　県南支部　　菅具　伸好
　　　　　　そよかぜ接骨院

　　　　　　守谷市久保ケ丘2-17-2

　　　　　　☎ 0297-37-4368

《訃　報》
柏﨑　登（かしわざき のぼる）

県南支部会員
7月21日死去　79歳

仲田　孝（なかた たかし）

県南支部　仲田 茂 会員の父
8月22日死去　88歳

稲葉　トシ子
県西支部　稲葉 稔 会員の母
8月31日死去　91歳

髙田　陽介（たかだ ようすけ）

水戸支部会員
10月27日死去　37歳

根本　昭（ねもと あきら）

県南支部　根本 光昭 会員の父
11月19日死去　85歳

7月29日（土）/30日（日）
第20回川﨑杯ミニバスケットボール大会
ひたちなか総合運動公園体育館
　藁谷 和彦（水戸支部）
　足関節捻挫、手関節捻挫、指関節捻挫等の13名の選手
にテーピング、アイシング、湿布、包帯等の処置をしました。
7月30日（日）
令和5年度茨城県柔道連盟県北支部 柔道形講習会及び
柔道段別大会
日立市武道館
　羽石 勝（県北支部）
　上腕、指、趾を負傷した3名の選手に、テーピングとアイ
シングの処置をしました。
9月24日（日）
令和5年茨城県柔道「形」競技大会
堀原運動公園内 東日本技術研究所武道館
　綿引 徹（水戸支部）
負傷者なし。
10月21日（土）
令和5年度茨城県スポーツ少年団 柔道競技大会
堀原運動公園内 東日本技術研究所武道館
　佐間田 仁、綿引 徹（水戸支部）
　足関節捻挫、肩関節捻挫、背部挫傷等の5名の選手に
湿布、包帯、ストレッチ等の処置をしました。
10月29日（日）
第8回水戸黄門漫遊マラソン
日本農業実践学園直売所（19.4㎞地点）

　荘司 智也（水戸支部）
　後藤 健雄、山口 光夫、皆葉 太加男、東谷 克智（県西支部）
水戸市土木補修事務所（29.3㎞地点）

　藤田 博美、嶋﨑 英恭、杉本 秋生、中川 文夫（水戸支部）
　中野 徹（県北支部）
千波湖西駐車場（33.2㎞地点）

　新井 俊行、髙田 敬、宮部 和浩、木村 栄作
　後藤 洋彰、長谷川 秀樹（水戸支部）
ゴール（42.195㎞）

　岩本 勝久、早川 好機、中川 翔太（水戸支部）
　600名以上のランナーにテーピング、アイシング、ストレッ
チ等の処置をしました。
11月3日（金・祝）
第33回茨城県四地区対抗柔道大会
堀原運動公園内 東日本技術研究所武道館 柔道場
　助川 悟志、綿引 徹（水戸支部）
　膝関節捻挫、下腿部打撲等の6名の選手に包帯、アイシ
ング等の処置をしました。

救 護 員 派 遣 の 近 況
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  募集代理店

 http://www.kfamily.net/

     　 0120‐48‐3376　　FAX029‐248‐8522

    　　  〒３１０‐０８４２ 　水戸市けやき台２‐１４‐１

 け　  や　　き　台　店 /  0120-48-3376
イオンタウン水戸南店 /  0120-91-8608
 ロゼオ水戸県庁前店 /  0120-97-8659

          北関東ファミリー 株式会社

■ アフラックサービスショップ ■

エグゼクティブ･メンバーズ･クラブ ダイヤモンド
三井住友海上プライマリー生命

100-8411 1-13-1

03-3216-1211 9 5

h�ps://www.dai-ichi-life.co.jp/
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おかげさまで51周年

塚本工業株式会社
ギフトセンターツカモト

茨城県稲敷郡阿見町荒川本郷２８８０－２
℡ ０２９－８３４－２５６０ FAX ０２９－８３４－２５６３

ドローンのことならなんでも承ります！

ドローン産業株式会社
茨城県土浦市大和町７－19
℡ 0 2 9 － 8 3 4 － 2 5 6 0 FAX 0 2 9 － 8 3 4 － 2 5 6 3

■茨城県柔道整復師会様 _広告原稿　W84×H60.5　　水戸プラザホテル

団体保険は接骨院経営者の基礎となる保険です！

 アームリ ンク株式会社

     TEL 027-255-3233 
   URL https://armlink.net/

　

柔道整復師

総合補償制度
 総 合 保 険 コ ン サ ル タ ン ト ・ 賛 助 会 員

　　 代表取締役　小林　和義

ご存知ですか？

ただいま組合員様特別価格で ご提供中

全国自動車盗難件数 増加率

茨城県は

株式会社システムコピー販売SC
0120-916-903お客様相談室

つくば本社 つくば市上ノ室 285-1 水戸営業所 水戸市米沢町 108-2

年々増え続ける

犯罪やトラブル防止のため、

防犯カメラの設置をお勧めします。
ワースト１

http://www.systemcopy.com/


